
A ➡　十分達成　　B ➡　概ね達成　C　➡　努力が必要　D　➡　かなり努力が必要

[基本目標Ⅰ]　男女共同参画の視点に立った意識改革

■施策の方向　１　社会制度、慣行の見直し

№ 施策（事務・事業） 担当課 取組内容 活動指標・当初値 令和5年度　目標・計画 実績
評価

（A・B・C・D）
課題･今後の方向性

審議会評価・意見
（令和5年度分）

令和6年度　目標・計画 実績
評価

（A・B・C・D）
課題･今後の方向性

審議会評価・意見
（令和6年度分）

1

講演会やセミ
ナー等による
情報提供及び
啓発

男女共同
参画推進
室 男女共同参画に関する意識

啓発の機会をつくる。 ３回以上開催

①まちづくり講演会
②男女共同参画セミナー
③「風おこしの会」とのコミュ
ニティへの出前講座
④リプロダクティブヘルス／ラ
イツセミナー
⑤推進団体へのオンライン研
修

①まちづくり講演会
11月3日（金）にドキュメンタ
リー映画「ぼけますから、よろ
しくお願いします。」上映及び
映画監督の信友直子さんに
よる講演会を実施。参加者：
318人
②男女共同参画セミナー
「男性の育児休業応援します
～しっかり学んでしっかり子
育て」３回講座（9/2，9/16，
9/30）講師：井田真一さん
参加者：延べ28人
③「風おこしの会」とのコミュ
ニティへの出前講座
8コミュニティにて実施
講師：風おこしの会
参加者：282人
④リプロダクティブヘルス／ラ
イツセミナー
未実施
⑤推進団体へのオンライン研
修
オンラインでなく、あすばる
フォーラム（11/25）に参加、
参加者3人

A

（課題）
各講座等の参加者の増及び
リプロダクティブヘルス／ライ
ツセミナーの実施

（今後の方向性）
講座の内容見直し、及び市内
の高等学校でプロダクティブ
ヘルス／ライツセミナーを実
施する

①まちづくり講演会
②男女共同参画セミナー
③「風おこしの会」とのコミュ
ニティへの出前講座
④リプロダクティブヘルス／ラ
イツセミナー
⑤推進団体への研修

　

1

講演会やセミ
ナー等による
情報提供及び
啓発

人権・同和
対策課

性差のない人権についての
理解・認識を深める。

参加者
９０人

みんなの人権セミナー（第３
回）

市民を対象に、７月９日（日）
に朝倉地域生涯学習セン
ター文化ホールにて、男女共
同参画をテーマに人権セミ
ナーを開催する。

実施日：１１月３日（金・祝）※
大雨予報のため延期
参加者：３０９人
講　師：信友直子さん（映画
監督）
講演会＆映画上映会　映画：
「ぼけますから、よろしくお願
いします。」
満足度：９７％（アンケートで
「よかった」以上の評価をした
人の割合）

A

【課題】
　効果的な啓発ができる講師
の確保。
　参加者が増えるような周知
の方法。
【今後の方向性】
　研修内容を充実させ、啓発
を推進する。

みんなの人権セミナー（第３
回）

市民を対象に、７月２７日
（土）にピーポート甘木・中
ホールにて、男女共同参画を
テーマに人権セミナーを開催
する。

　

1

講演会やセミ
ナー等による
情報提供及び
啓発

文化・生涯
学習課

講演会・イベントなどで情報
提供に努める。

実施

講演会・イベント会場でチラシ
の配布などを行う。
（文化振興係）来場者へのア
ンケート等にリーフレットやチ
ラシ等を折込み、積極的な情
報提供及び啓発に努める。

（文化振興係）興行実施時に
リーフレットやチラシ等を折込
み、積極的な情報提供及び
啓発に努めた。配布依頼が
行われたものはすべて対応し
た。

A

 （文化振興係）
今後とも、来場者へのアン
ケート等にリーフレットやチラ
シ等を折込み、積極的な情報
提供及び啓発に努める。依頼
に応じて、直近の文化事業実
施時に情報提供を行う。

講演会・イベント会場でチラシ
の配布などを行う。
（文化振興係）来場者へのア
ンケート等にリーフレットやチ
ラシ等を折込み、積極的な情
報提供及び啓発に努める。
依頼分の全対応を行う。

　

2

生涯学習の場
等における問
題提起

人権・同和
対策課

女性の人権についての理解・
認識を深める。

参加者
９０人

みんなの人権セミナー（第３
回）

市民を対象に、７月９日（日）
に朝倉地域生涯学習セン
ター文化ホールにて、男女共
同参画をテーマに人権セミ
ナーを開催する。

実施日：１１月３日（金・祝）※
大雨予報のため延期
参加者：３０９人
講　師：信友直子さん（映画
監督）
講演会＆映画上映会　映画：
「ぼけますから、よろしくお願
いします。」
満足度：９７％（アンケートで
「よかった」以上の評価をした
人の割合）

A

【課題】
　効果的な啓発ができる講師
の確保。
　参加者が増えるような周知
の方法。
【今後の方向性】
　研修内容を充実させ、啓発
を推進する。

みんなの人権セミナー（第３
回）

市民を対象に、７月２７日
（土）にピーポート甘木・中
ホールにて、男女共同参画を
テーマに人権セミナーを開催
する。

　

イ

主体的にメ
ディアを選
択し、読み
解き、発信
する能力
（メディア・リ
テラシー）
の向上を図
るための情
報提供

3

広報紙やホー
ムページ・SNS
を活用したメ
ディア・リテラ
シーの必要性
の啓発

男女共同
参画推進
室

広報あさくらやＨＰ等を有効に
活用し、わかりやすくメディ
ア・リテラシーの向上をはか
る。

・広報あさくらやＨＰ等1
年１回以上

広報誌等でメディア・リテラ
シーの必要性に関する情報
提供や啓発をする。

広報あさくらのシリーズ人権
（年２回）でジェンダーに偏り
のないメディア・リテラシーの
向上につながる記事を掲載し
た。

A
今後も情報提供や啓発に努
める。

広報あさくらのシリーズ人権
（年２回）にてメディア・リテラ
シーの必要性に関する情報
提供や啓発をする。

　

ウ 4

表現のガイドラ
イン（手引き）を
活用した男女
共同参画の視
点からの行政
広報物等の検
討

全庁（防災
交通課）

防災出前講座等において、
男女共同参画の視点に立っ
た情報提供を行う。

防災出前講座　年間１
０回以上

広報紙等において、防災活
動における男女共同参画の
必要性を啓発していく。

広報紙やHPにて出前講座の
周知を行い、出前講座におい
て、防災活動（避難所運営や
避難訓練等）における男女共
同参画の視点の必要性を啓
発した。

防災出前講座開催回数：１３
回

Ａ

防災への意識が高まってお
り、出前講座の回数が増えて
いるので、内容を充実できる
ように工夫する。

防災講座等において、防災
活動における男女共同参画
の必要性を啓発していく。

　

具体的施策

ア

あらゆる機
会を捉えた
広報啓発や
情報提供

基本目標Ⅰ
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4

表現のガイドラ
イン（手引き）を
活用した男女
共同参画の視
点からの行政
広報物等の検
討

全庁（税務
課）

行政広報等の表現に関する
配慮

広報（年数回）
男女共同参画に配慮した文
章、イラストを作成する。

男女共同参画に配慮した文
章、イラストを使用し広報を行
うよう気を付けたが、令和5年
度は法律・制度に関する広報
のみであり、男女共同参画に
配慮しなければならない内容
ではなかった。

B

4

表現のガイドラ
イン（手引き）を
活用した男女
共同参画の視
点からの行政
広報物等の検
討

全庁（環境
課）

環境啓発、環境情報を発信
する際、文書表現、写真や
カットについても男女共同参
画に配慮し発信する。

環境かべ新聞
年３回発行

環境かべ新聞を年3回（7・11・
3月）発行予定。
男女共同参画の視点にたっ
た新聞づくりに努める。

環境かべ新聞の発行回数：1
回
※年３回発行を予定していた
が、災害により発行すること
が出来なかった。

C

環境かべ新聞を年3回発行す
る際、表現のガイドラインを活
用し男女共同参画の視点に
たった新聞づくりに努める。

環境かべ新聞を年3回発行す
る際、表現のガイドラインを活
用し男女共同参画の視点に
たった新聞づくりに努める。

　

4

表現のガイドラ
イン（手引き）を
活用した男女
共同参画の視
点からの行政
広報物等の検
討

全庁（人
権・同和対
策課）

男女共同参画の視点に立っ
た情報誌を提供する。

発行回数
年３回（６、１１、３月）

○甘木総合隣保館だより「あ
まりん」を男女共同参画の視
点に立ち制作し、発行する。
　各支部住民（各戸）に年３回
（６、１１、３月）配布。隣保館
の活動報告等と合わせ、男
女共同参画や各種人権・同
和事業のお知らせ・啓発の記
事等を掲載した「あまりん」の
配布を行う。

男女共同参画の視点を持ち
ながら、隣保館だよりを作成・
発行した。
　各支部住民（各戸）年３回の
配布

A

家庭、地域、職場など身近な
人権問題を題材とし、かつ男
女共同参画の視点に立った
啓発記事の作成に努める。

○甘木総合隣保館だより「あ
まりん」を男女共同参画の視
点に立ち制作し、発行する。
　各支部住民（各戸）に年３回
（６、１１、３月）配布。隣保館
の活動報告等と合わせ、男
女共同参画や各種人権・同
和事業のお知らせ・啓発の記
事等を掲載した「あまりん」の
配布を行う。

　

4

表現のガイドラ
イン（手引き）を
活用した男女
共同参画の視
点からの行政
広報物等の検
討

全庁（人
権・同和対
策課）

男女共同参画の視点に立っ
た啓発冊子を配布する。

１２月に全戸配布する。
全戸配布（市報１２月
号）

○人権啓発冊子カレンダー
                 「ひらけ未来に」

男女参画の視点に立った記
事を掲載し、人権啓発の推進
に努める。

８回の編集委員会を開催し、
１２月にカレンダー形式によ
る啓発冊子を全戸に配布。
「男女の制服問題」や、人物
伝でのハンセン病問題に尽
力した女性の活躍を紹介をす
ることで、男女共同参画の推
進及び女性の人権について
の啓発に努めた。
また、冊子巻末でDV等に関
する相談窓口情報を掲載し
た。

A

　家庭・地域・職場など身近な
人権問題を題材とし分かりや
すい記事を提供する。
　男女共同参画の視点に立っ
た啓発記事の作成を行う。

○人権啓発冊子カレンダー
                 「ひらけ未来に」

男女共同参画の視点に立っ
た記事を掲載し、人権啓発の
推進に努める。

　

4

表現のガイドラ
イン（手引き）を
活用した男女
共同参画の視
点からの行政
広報物等の検
討

全庁（保険
年金課）

パンフレット等発行する際
は、公的広報のガイドライン
に配慮します。

実施
パンフレット等を発行する際
は男女共同参画に配慮した
内容（イラスト等）とします。

窓口でのチラシ、保険証の更
新や納税通知等の送付物
等、保険年金課で配布した全
ての配布物について、男女共
同参画に配慮しました。

A

次年度においても、継続して
パンフレット等を配布する際
は、公的広報のガイドライン
に配慮します。

パンフレット等を作成・配布等
する際は、男女共同参画に
配慮した内容（イラスト等）と
します。

　

4

表現のガイドラ
イン（手引き）を
活用した男女
共同参画の視
点からの行政
広報物等の検
討

全庁（健康
課）

社会的性別にとらわれない男
女共同参画の視点に立った
広報物の作成。

実施
当初値：
広報あさくら（年間）
ぴあら（年間）
住民健診のご案内（年
1回）
親子健康カレンダー
（年1回）

男女共同参画に配慮した文
章の作成、イラストの掲載を
行う。
（広報あさくら、ぴあら、住民
健診のご案内、親子健康カレ
ンダー）

・広報あさくら、ぴあら掲載
（年間各12回）
・住民健診のご案内（年1回
各戸配付）
・親子健康カレンダー（年1回
広報紙折り込み）

A

男女共同参画に配慮した文
章の作成、イラストの掲載を
行った。
今後も年度初めに「表現のガ
イドライン」を課内回覧し、男
女共同参画に配慮した紙面
づくりに努める。

男女共同参画に配慮した文
章の作成、イラストの掲載を
行う。
（広報あさくら、ぴあら、住民
健診のご案内、親子健康カレ
ンダー）

　

4

表現のガイドラ
イン（手引き）を
活用した男女
共同参画の視
点からの行政
広報物等の検
討

全庁（介護
サービス
課）

ＨＰ、広報物等の作成に際
し、男女共同参画の視点に
基づいたものとなるよう配慮
する。

HP（通年）
広報（25回）

性別役割分担意識にとらわ
れない表現を行う。

各種広報や、令和６年度から
使用のパンフレット、介護保
険計画では、性別役割分担
意識にとらわれない表現に配
慮した。

A

　今後も引き続き、市報・パン
フレット・チラシ等に性別役割
分担意識にとらわれない表現
を行う。

HP（通年）
広報（25回）

　

4

表現のガイドラ
イン（手引き）を
活用した男女
共同参画の視
点からの行政
広報物等の検
討

全庁（福祉
事務所）

ガイドラインを活用する。 実施
計画の策定や広報紙の掲載
でガイドラインを活用する。

地域福祉計画の策定や広報
紙の掲載で計画推進委員の
意見を取り入れた。（アンケー
トの表記法など）

A
計画の策定や広報紙の掲載
でガイドラインを活用する。

 計画の策定や広報紙の掲載
でガイドラインを活用する。

　

4

表現のガイドラ
イン（手引き）を
活用した男女
共同参画の視
点からの行政
広報物等の検
討

全庁（子ど
も未来課）

子育て支援ブック、祖父母手
帳の作成

男女共同参画の視点
に立った表現に心がけ
る。

子育て支援ブックの作成時
に、男女共同参画の視点に
立った内容になるように係全
員が意識をもって作成する。

子育て支援ブックの作成に当
り、男女共同参画の視点に
立った表現方法になるように
注意し作成した。

A

　毎年作成しているため、今
後修正・改正する場合、男女
共同参画の視点に立った表
現に心がける。

子育て支援ブックの作成時
に、男女共同参画の視点に
立った内容になるように係全
員が意識をもって作成する。

　 　
　

4

表現のガイドラ
イン（手引き）を
活用した男女
共同参画の視
点からの行政
広報物等の検
討

全庁（農業
振興課）

一方の性別に偏らない、読み
やすいHPや広報物の作成。

年1回以上の実施
食育・地産地消、各種事業の
お知らせ、関係機関・団体等
からのお知らせなどを掲載。

2回
6月の食育月間及び11月の
地産地消月間に併せて、男
女共に実践しやすい取り組
みの掲載及び料理教室の案
内を広報紙に掲載した。

A
今後も引き続きHPや広報物
での周知を行う。

食育・地産地消、各種事業の
お知らせ、関係機関・団体等
からのお知らせなどを一方の
性別に偏らない、読みやすい
内容で掲載。

　

ウ

基本目標Ⅰ
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4

表現のガイドラ
イン（手引き）を
活用した男女
共同参画の視
点からの行政
広報物等の検
討

全庁（商工
観光課）

観光情報、商工労働情報とも
機会に応じた情報を発信し、
男女共同参画の視点から文
章表現などには十分配慮し
ながら情報を発信する。

HP掲載件数・135件 随時実施

観光情報については、時期を
逸することなく、商工労働情
報については、制度変更や
毎年開催している講座開設
情報などを男女共同参画の
視点から文章表現などには
十分配慮しながら適宜HPに
掲載した。
HP掲載件数　120件

A

機会に応じた観光情報発信
や商工労働の制度変更の情
報提供について、男女共同参
画の視点から文章表現など
には十分配慮しながら、継続
して情報発信を行う。

機会に応じた観光情報発信
や商工労働の制度変更の情
報提供について、男女共同
参画の視点から文章表現な
どには十分配慮しながら随時
HPに掲載するなどの情報発
信・提供を行う。
HP掲載件数　135件

　

4

表現のガイドラ
イン（手引き）を
活用した男女
共同参画の視
点からの行政
広報物等の検
討

全庁（文
化・生涯学
習課）

催事ポスター、文化情報ぴあ
ら、文化財紹介チラシなど、
性別役割分担意識にとらわ
れない表現に努める。

実施

各種催事ポスターや刊行物
において検討する。
（文化振興）ポスターやチラシ
等において、男女共同参画
の視点から、性別にとらわれ
ない分かりやすい表現に努
める。

　（文化振興）ポスターやチラ
シ等において、男女共同参画
の視点から、性別にとらわれ
ない分かりやすい表現に努
めた。20/20

A

 （文化振興係）
今後とも、ポスターやチラシ
等において、男女共同参画の
視点から、性別にとらわれな
い分かりやすい表現に努め
る。

各種催事ポスターや刊行物
において検討する。
（文化振興）ポスターやチラシ
等において、男女共同参画
の視点から、性別にとらわれ
ない分かりやすい表現に努
める。発行予定数20のうち20

　
　

4

表現のガイドラ
イン（手引き）を
活用した男女
共同参画の視
点からの行政
広報物等の検
討

全庁（議
会事務
局）

性別役割分担意識にとらわ
れず、男女共同参画の視点
に基づいた広報作りに努め
る。

実施

・市議会だより作成
（内容）・写真やイラスト、配
色、文章表現の上で固定的
性別意識にとらわれない紙面
作りに努める。
（発行月）令和5年6月、8月、
11月、令和6年2月

年４回の市議会だより発行の
うち４回全てにおいて、写真
やイラスト、配色、文章表現
の上で固定的性別意識にと
らわれない紙面作りに努め
た。

A

引き続き、写真やイラスト、配
色、文章表現の上で固定的
性別意識にとらわれない紙面
作りに努める。

・市議会だより作成
（内容）・写真やイラスト、配
色、文章表現の上で固定的
性別意識にとらわれない紙面
作りに努める。
（発行月）令和6年6月、8月、
11月、令和7年2月

　

4

表現のガイドラ
イン（手引き）を
活用した男女
共同参画の視
点からの行政
広報物等の検
討

全庁（選挙
管理委員
会事務局）

男女共同参画の視点に立っ
て広報紙・HP掲載内容の表
現に関する配慮を行う。

年1回以上実施

選挙時及び常時啓発の広報
紙・HP掲載において性別によ
る偏りにつながるおそれのな
い表現に努める。

広報紙に２回、HPに１回啓発
記事を掲載したが、性別にと
らわれない表現に努めた。

A

　
次年度も引き続き男女共同
参画の視点で掲載するよう努
める。

 選挙時及び常時啓発の広報
紙・HP掲載において性別によ
る偏りにつながるおそれのな
い表現に努める。

　

■施策の方向　２　子どもたちへの男女共同参画教育の推進

№ 施策（事務・事業） 担当課 取組内容 活動指標・当初値 令和5年度　目標・計画 実績
評価

（A・B・C・D）
課題･今後の方向性

審議会評価・意見
（令和5年度分）

令和6年度　目標・計画 実績
評価

（A・B・C・D）
課題･今後の方向性

審議会評価・意見
（令和6年度分）

5
保育所の職員
に対する研修
の実施

子ども未来
課

男女共同参画の視点にたっ
た研修を行う。

県・保育協会・関係者
等が実施する保育研
修へ参加
１回５人

県・保育協会・関係者等が実
施する保育研修へ参加する。

研修開催を周知し、保育研修
に参加できるよう代替職員を
雇用し、研修に参加した。
１回７人参加。ＬＧＢＴＱの理
解を深めた。

A

　
職員は、児童に直接かかわ
る機会が多いので、継続して
研修を受けることにより、男
女共同参画の意識啓発にさ
らに努める。

県・保育協会・関係者等が実
施する保育研修へ参加する。
１回５人

　

6
男女平等の視
点に立った教
育の推進

教育課

男女共同参画の必要性につ
いて、小中学校児童生徒の
理解を深めるため各校へ道
徳教育の推進を行う。

実施

男女平等の視点に立った教
育の推進をするため、小学校
５年生～中学校３年生を対象
とし、各小・中学校の道徳教
育及び学級活動並びに社会
科及び家庭科・保健体育科
の年間指導計画に従い実施
する。

市内全17校とも年間指導計
画、実施時数及び内容等の
点検を行った。特に各学期で
行われる道徳・社会科・家庭
科について集中的に授業作
りを行っている。

A

授業参観を行い、授業構成
や発問の在り方など授業づく
りについて指導助言を継続し
ていく。

男女平等の視点に立った教
育の推進をするため、小学校
５年生～中学校３年生を対象
とし、各小・中学校の道徳科
及び学級活動並びに社会科
及び家庭科・保健体育科の
年間指導計画に従い市内全
17校で実施する。

　

7

保護者会など
における男女
共同参画の学
習の推進

人権・同和
対策課

子育て世代の男女の役割等
について学習を深める。

参加者
４０人

幼稚園や保育園等から依頼
があった際には、講演会を実
施し啓発に努める。

幼稚園や保育所からの講演
依頼はなかったが、小学校か
ら依頼があり、保護者対象の
人権学習会を実施した。
実施日：令和５年５月２８日
（日）
参加者：５６人
講　師：大楠茂美さん（朝倉
地区人権啓発情報センター
人権啓発指導員）
演　題：「未来を拓く　子ども
たちに　つなごう！！」
満足度：９７％（アンケートで
「よかった」以上の評価をした
人の割合）

A
　関係団体へ研修会を実施し
てもらえるよう積極的な周知
を行う。

幼稚園・保育園・学校等への
研修支援の周知を行うととも
に、依頼があった際には、講
演会等を実施し啓発に努め
る。

  

8
性別にとらわれ
ない職場体験
等の実施

教育課

性別にとらわれない進路選択
ができるように、中学校にお
ける職場体験活動を通して生
徒への指導を行う。

実施

中学校における進路指導、
特に中学校２年生を対象とし
た職場体験活動において、性
別にとらわれない職場体験活
動を実施し、進路選択の指導
を行う。

キャリア教育の視点を位置づ
けた教育計画・実施を行っ
た。
中学２年生の職場体験につ
いては男女の分別なく職場や
体験の参加を募った。

B
男女の性差にとらわれない職
業観の育成など、進路指導を
継続していく。

中学校における進路指導、
特に中学校２年生を対象とし
た職場体験活動において、性
別にとらわれない職場体験活
動を実施し、進路選択の指導
を行う。

  

ウ

保育所、幼
稚園、学
校、地域に
おける男女
共同参画教
育の推進

イ

性別にとら
われない進
路選択の指
導の推進

具体的施策

ア

基本目標Ⅰ
9



A ➡　十分達成　　B ➡　概ね達成　C　➡　努力が必要　D　➡　かなり努力が必要

9
性別にとらわれ
ない体験活動
の支援

文化・生涯
学習課

講演会や文化的活動、ス
ポーツなどのイベントを男女
問わず実施する。

実施

講演会や文化的活動、ス
ポーツなどのイベントを男女
問わず実施する。
（文化振興）男女問わず、ど
ちらも参加しやすい事業の計
画・実施を行っていく。

（文化振興）男女問わず、ど
ちらも参加しやすい事業の計
画・実施を行ってきた。２０事
業/２０事業
（スポーツ係）
性別に偏ることなく広く事業
の募集・実施をした。９事業/
９事業

A

 今後とも、講演会や文化的
活動、スポーツなどのイベント
を男女問わず実施する。

 講演会や文化的活動、ス
ポーツなどのイベントを男女
問わず実施する。
（文化振興）男女問わず、ど
ちらも参加しやすい事業の計
画・実施を行っていく。２４事
業予定。
（スポーツ係）性別に関わら
ず参加できる事業の普及・広
報を行っていく。８事業予定

■施策の方向　３　家庭や地域など、あらゆる場面での学習、啓発の推進

№ 施策（事務・事業） 担当課 取組内容 活動指標・当初値 令和5年度　目標・計画 実績
評価

（A・B・C・D）
課題･今後の方向性

審議会評価・意見
（令和5年度分）

令和6年度　目標・計画 実績
評価

（A・B・C・D）
課題･今後の方向性

審議会評価・意見
（令和6年度分）

10

健康教育、両
親学級、出前
講座などを活
用した学習機
会の提供

健康課

男女共同参画の必要性につ
いて、理解を深めるための啓
発の機会として、講座や教室
を行う。

プレパパママクラス年6
回実施
当初値：33組/133組
（参加率24.8％）

①母子手帳交付時に全員に
情報提供する
②プレパパママクラス
６回/年、保健福祉センターで
開催
毎月対象家庭には手紙でプ
レパパママクラスへの案内を
行う。または、支援プラン立
案者等状況によっては電話
等で参加の声かけを行い、初
産夫婦の参加率３７％を目標
とする。

①母子手帳交付数は219名
で全員に情報提供を行った。
②母子手帳交付時にプレパ
パママクラスについて案内。
また、初産婦については78名
へ対象月に手紙での案内を
行った。令和5年度は年6回
開催し、初産婦78名中36名で
46.0％の参加率であった。ア
ンケートでは教室が役に立っ
たと回答した人は100％で
あった。

A

初産婦の数自体が年々少な
くなってることから、参加率が
今後も大きくは変化はしない
ことが考えられる。今後も、男
女共同参画の視点を持ち、性
別にとらわれない夫婦間での
役割分担や産後の生活がイ
メージできるようなクラスを提
供していく必要がある。

①母子手帳交付時に全員に
情報提供する
②プレパパママクラス
６回/年、保健福祉センターで
開催
毎月対象家庭には手紙でプ
レパパママクラスへの案内を
行う。または、支援プラン立
案者等状況によっては電話
等で参加の声かけを行い、初
産夫婦の参加率40％を目標
とする。

  

11
出前講座等を
活用した啓発

男女共同
参画推進
室

男女共同参画社会の実現に
向けて、地域や市民グループ
等を対象に男女共同参画に
ついての啓発を行う。

３回以上開催

広報紙、HPへの掲載、コミュ
ニティ事務局長会に呼び掛け
る等、市民企画講座の活用
について周知する。市民や団
体・企業等が自主的に学習を
する場への支援を行う。
各コミュニティへ出前講座に
より男女共同参画の視点に
よるコミュニティ活動への呼
びかけを行っていく。

市民企画講座　1団体（1/28）
参加者：41人

C

（課題）
3企画の予算に対し1企画の
み実施。

（今後の方向性）
広報紙やHPへの掲載等のほ
か、企業訪問時に市民企画
講座について周知する。

市民企画講座について広報
紙やホームページ及びチラシ
等で周知していても希望者が
少ないのであれば、具体的な
例や過去の研修等を示すな
ど、市民が分かりやすい広報
を行うとともに、市民団体や
PTA、企業、若い人達に直接
声をかけて、講座等の実施に
向けてPRをしていただきた
い。

広報紙、HPへの掲載、コミュ
ニティ事務局長会に呼び掛け
るほか、市内の企業訪問時
に市民企画講座の活用につ
いて周知する。市民や団体・
企業等が自主的に学習をす
る場への支援を行う。

  

12

地域のリー
ダーや社会教
育関係者に対
する、男女共同
参画に関する
学習や講演会
の開催

人権・同和
対策課

性差のない人権についての
理解・認識を深める。

参加者
９０人

みんなの人権セミナー（第３
回）

市民を対象に、７月９日（日）
に朝倉地域生涯学習セン
ター文化ホールにて、男女共
同参画をテーマに人権セミ
ナーを開催する。

実施日：１１月３日（金・祝）※
大雨予報のため延期
参加者：３０９人
講　師：信友直子さん（映画
監督）
講演会＆映画上映会　映画：
「ぼけますから、よろしくお願
いします。」
満足度：９７％（アンケートで
「よかった」以上の評価をした
人の割合）

A

【課題】
　効果的な啓発ができる講師
の確保。
　参加者が増えるような周知
の方法。
【今後の方向性】
　研修内容を充実させ、啓発
を推進する。

みんなの人権セミナー（第３
回）

市民を対象に、７月２７日
（土）にピーポート甘木・中
ホールにて、男女共同参画を
テーマに人権セミナーを開催
する。

  

13

審議会や協議
会等の委員及
び地域リー
ダー等へ、研
修会等の開催
案内及び参加
促進

全庁（男女
共同参画
推進室）

男女共同参画の視点に立っ
た意識啓発のため、積極的
に講演会や研修会等への参
加を促す。

年３回以上の実施

講演会・イベントのチラシの
配布、HP掲載等で周知活動
を行い、積極的に講演会や
研修会等への参加を促す。

13

審議会や協議
会等の委員及
び地域リー
ダー等へ、研
修会等の開催
案内及び参加
促進

全庁（防災
交通課）

男女共同参画講演会への参
加促進

会議１５回（分団長会
議１２回+消防委員会３
回）
のうち、３回以上のチラ
シ配布

分団長会議や消防委員会
で、開催予定の男女共同参
画講演会のチラシなどを配布
し、参加を呼び掛ける。

8月と1月に開催した就農相
談会や随時受け付けている
就農相談を計44件行った。そ
の際に女性農業者に対する
支援の情報提供を行った。

A 情報提供の回数を増やす

分団長会議や消防委員会
で、開催予定の男女共同参
画講演会のチラシなどを配布
し、参加を呼び掛ける。

  

13

審議会や協議
会等の委員及
び地域リー
ダー等へ、研
修会等の開催
案内及び参加
促進

全庁（人
権・同和対
策課）

女性の人権についての理解・
認識を深める。

参加者
９０人

みんなの人権セミナー（第３
回）

市民を対象に、７月９日（日）
に朝倉地域生涯学習セン
ター文化ホールにて、男女共
同参画をテーマに人権セミ
ナーを開催する。

各種委員へ案内通知を送付
し参加呼びかけを行った。
実施日：１１月３日（金・祝）※
大雨予報のため延期
参加者：３０９人
講　師：信友直子さん（映画
監督）
講演会＆映画上映会　映画：
「ぼけますから、よろしくお願
いします。」
満足度：９７％（アンケートで
「よかった」以上の評価をした
人の割合）

A

【課題】
　効果的な啓発ができる講師
の確保。
　参加者が増えるような周知
の方法。
【今後の方向性】
　研修内容を充実させ、啓発
を推進する。

みんなの人権セミナー（第３
回）

市民を対象に、７月２７日
（土）にピーポート甘木・中
ホールにて、男女共同参画を
テーマに人権セミナーを開催
する。また各種委員へ案内・
参加呼びかけを行う。

  

イ

指導者的立
場にある人
や地域コ

ミュニティ・
各種審議会
の委員等に
研修会への
参加促進

ア

性別や年齢
にとらわれ
ない、男女
共同参画推
進のための
学習への参
加促進

具体的施策

イ

性別にとら
われない進
路選択の指
導の推進

基本目標Ⅰ
10



A ➡　十分達成　　B ➡　概ね達成　C　➡　努力が必要　D　➡　かなり努力が必要

13

審議会や協議
会等の委員及
び地域リー
ダー等へ、研
修会等の開催
案内及び参加
促進

全庁（介護
サービス
課）

男女共同参画の視点に立っ
た意識啓発のため、積極的
に講演会や研修会等への参
加を促す。

介護保険運営協議会、
包括支援センター運営
協議会、地域ケア推進
会議等で、年１回以上

男女共同参画推進講演会
（県の男女共同参画の講演
会）、人権を考える朝倉市民
のつどい等への参加通知を
行う。

介護保険運営協議会、包括
支援センター運営協議会、地
域ケア推進会議にて、年１回
の周知（講演会の案内、チラ
シの配布）ができた。

A
 今後も継続して参加への周
知に取り組む

介護保険運営協議会、包括
支援センター運営協議会、地
域ケア推進会議等で、年１回
以上周知を行う。

  

13

審議会や協議
会等の委員及
び地域リー
ダー等へ、研
修会等の開催
案内及び参加
促進

全庁（福祉
事務所）

研修会等への開催案内を行
い、参加促進に努める。

１回以上

民生委員児童委員協議会の
会長会で研修会等への開催
案内を行い、参加促進に努
める。

①寄り添い支援講座
②まちづくり講演会
の２回開催案内を会長会で
配布し、参加促進を行った。

A

 今後も研修会等への開催案
内を行い、参加促進に努め
る。

民生委員児童委員協議会の
会長会で研修会等への１回
以上開催案内を行い、参加
促進に努める。

 

13

審議会や協議
会等の委員及
び地域リー
ダー等へ、研
修会等の開催
案内及び参加
促進

全庁（農業
振興課）

審議会等委員・役員に対し、
研修会の開催案内を行う。

年1回以上の実施
会議開催時に研修会等の情
報提供と参加の呼びかけを
行う。

農林行政審議会
R5.8.8
14名
男女共同参画まちづくり講演
会及び男女共同参画セミ
ナー等の案内を１回実施し
た。

A
 今後も引き続き関係団体に
呼びかけを行う。

会議開催時に研修会等の情
報提供と参加の呼びかけを
行う

  

13

審議会や協議
会等の委員及
び地域リー
ダー等へ、研
修会等の開催
案内及び参加
促進

全庁（文
化・生涯学
習課）

専門委員会、審議会や協議
会等の委員及び地域リー
ダー等へ、研修会等の開催
案内を行う。

実施

専門委員会、審議会や協議
会等の委員及び地域リー
ダー等へ、研修会のチラシを
会合の際に配布する。

（文化振興係）
専門委員会、審議会や協議
会等の委員及び地域リー
ダー等へ、研修会のチラシを
会合の際に配布し、依頼分
はすべて対応した。３会議

A

 （文化振興係）
今後とも、専門委員会、審議
会や協議会等の委員及び地
域リーダー等へ、研修会のチ
ラシを会合の際に配布する。

（文化振興係）
専門委員会、審議会や協議
会等の委員及び地域リー
ダー等へ、研修会のチラシを
会合の際に配布する。開催５
回予定中５回配布。

  

13

審議会や協議
会等の委員及
び地域リー
ダー等へ、研
修会等の開催
案内及び参加
促進

全庁（監査
委員事務
局）

男女共同参画啓発のため、
研修会等の案内を行う。

監査委員及び公平委
員５人

市主催の男女共同参画推進
研修会及びセミナーへの参
加促進

まちづくり講演会の開催に際
し、手渡し（監査委員）・郵送
（公平委員）にて情報提供を
行った。

A
引き続き、開催状況に合わせ
て講演会等の案内を行ってい
く。

各委員に対しチラシ配布等に
よる市主催の男女共同参画
まちづくり講演会等への参加
促進

  

13

審議会や協議
会等の委員及
び地域リー
ダー等へ、研
修会等の開催
案内及び参加
促進

全庁（選挙
管理委員
会事務局）

男女共同参画の視点に立っ
た意識の改革のために、研
修会等の開催案内や参加促
進を行う。

参加者のうち女性比率
40%

朝倉地域政治学級リーダー
研修会に多くの女性に参加し
ていただき、政治への関心を
深めてもらう。

研修会参加者の女性比率は
53%だった。

A
 現状維持に努める。

 朝倉地域政治学級リーダー
研修会に多くの女性に参加し
ていただき、政治への関心を
深めてもらう。

  

ウ

地域や各種
団体・組織
における慣
習等の見直
しの啓発

14

地域や各種団
体・組織におけ
る慣例・慣行・
慣習等の見直
しの啓発

男女共同
参画推進
室

地域コミュニティ等と男女共
同参画に関する意見交換会
の場をつくり、ふりかえりの機
会、啓発につなげる。

（年３回以上）
出前講座を「風おこしの会」と
協力し、地域での男女共同参
画セミナーを開催する。

８地域コミュニティにて出前講
座を実施（4/30～2/16）
参加者：282人

A

 （課題）
出前講座を実施しているが、
コミュニティにおける女性役
員の登用率がアップしない。
（今後の方向性）
登用率アップに向けての講座
内容の検討。

出前講座を「風おこしの会」と
協力し、８地域コミュニティで
の男女共同参画セミナーを開
催する。

  

エ

国際的視野
に立った男
女共同参画
の促進

15

国や県、団体
等の国際交流
関係事業の情
報提供及び支
援

男女共同
参画推進
室

国際的視野を持つため、研
修機会の情報提供をする。

（年２回以上）

国、県からの情報提供（共同
参画、ニュースレーダー）で
研修案内が来た時、随時、
ホームページや広報等を利
用し情報を提供する。

国、県からの情報提供（共同
参画、ニュースレーダー）で
研修案内のチラシ等を本庁
及びセンターに配置した。月
間総合情報誌「共同参画」の
冊子はしない図書館にも配布
している。また、県のあすば
るフォーラムについてはHPに
掲載し、参加者を募った。

A
広報紙に掲載できない情報
はHPに掲載する。

県や国の研修案内をHPに掲
載する。

  

■施策の方向　４　研修の実施

№ 施策（事務・事業） 担当課 取組内容 活動指標・当初値 令和5年度　目標・計画 実績
評価

（A・B・C・D）
課題･今後の方向性

審議会評価・意見
（令和5年度分）

令和6年度　目標・計画 実績
評価

（A・B・C・D）
課題･今後の方向性

審議会評価・意見
（令和6年度分）

ア
行政職員に
対する研修
実施

16
行政職員の意
識啓発の研修
の実施

人事秘書
課

人権問題を題材にし、様々な
視点からテーマを年次的に設
定し、有効な研修を継続・実
施します。

職員・会計年度職員の
研修会参加率
80％以上：A
60％～80％：B
60％未満：C
未実施：D

職員研修会の開催
正職員：令和５年８月～１０月
（予定）
会計年度任用職員：朝倉市
ほか主催人権研修参加

・職員研修会は、豪雨災害の
影響により未実施

・会計年度184人参加（73％）
C

 
引き続き、様々な人権問題を
題材に研修等を計画・実施す
ることで、職員が様々な視点
を持つための意識啓発・業務
遂行へつなげていきます。

職員研修会の開催
正職員：令和６年１０月（予
定）
会計年度任用職員：朝倉市
ほか主催人権研修参加

  

17

審議会や協議
会等の委員及
び地域リー
ダー等への研
修の実施

全庁（人
権・同和対
策課）

女性の人権についての理解・
認識を深める。

参加者
９０人

みんなの人権セミナー（第３
回）

市民を対象に、７月９日（日）
に朝倉地域生涯学習セン
ター文化ホールにて、男女共
同参画をテーマに人権セミ
ナーを開催する。

実施日：１１月３日（金・祝）※
大雨予報のため延期
参加者：３０９人
講　師：信友直子さん（映画
監督）
講演会＆映画上映会　映画：
「ぼけますから、よろしくお願
いします。」
満足度：９７％（アンケートで
「よかった」以上の評価をした
人の割合）

A

【課題】
　効果的な啓発ができる講師
の確保。
　参加者が増えるような周知
の方法。
【今後の方向性】
　研修内容を充実させ、啓発
を推進する。

みんなの人権セミナー（第３
回）

市民を対象に、７月２７日
（土）にピーポート甘木・中
ホールにて、男女共同参画を
テーマに人権セミナーを開催
する。

  

イ

指導者的立
場にある人
や地域コ

ミュニティ・
各種審議会
の委員等に
研修会への
参加促進

具体的施策

基本目標Ⅰ
11



A ➡　十分達成　　B ➡　概ね達成　C　➡　努力が必要　D　➡　かなり努力が必要

17

審議会や協議
会等の委員及
び地域リー
ダー等への研
修の実施

全庁（介護
サービス
課）

審議会や協議会委員等に対
し、男女共同参画の視点に
立った意識啓発のため、積極
的に講演会や研修会等への
参加を促す。

介護保険運営協議会、
包括支援センター運営
協議会、地域ケア推進
会議等で、年１回以上

男女共同参画推進講演会
（県の男女共同参画の講演
会）、人権を考える朝倉市民
のつどい等への参加通知を
行う。

介護保険運営協議会、包括
支援センター運営協議会、地
域ケア推進会議にて、年１回
の周知（講演会の案内、チラ
シの配布）ができた。

A
 今後も継続して参加への周
知に取り組む

介護保険運営協議会、包括
支援センター運営協議会、地
域ケア推進会議等で、年１回
以上周知を行う。

  

17

審議会や協議
会等の委員及
び地域リー
ダー等への研
修の実施

全庁（農業
振興課）

審議会等委員・役員に対し、
研修会の開催案内を行う。

年1回以上の実施
会議開催時に研修会等の情
報提供と参加の呼びかけを
行う。

農林行政審議会
R5.8.8
14名
男女共同参画まちづくり講演
会及び男女共同参画セミ
ナー等の案内を１回実施し
た。

A
 今後も引き続き関係団体に
呼びかけを行う。

会議開催時に研修会等の情
報提供と参加の呼びかけを
行う

 

18
教職員に対す
る研修の実施

教育課
男女共同参画について、教
職員に対して研修を行う。

実施

男女共同参画教育の推進及
びセクハラ等の防止を目的と
し、校長と教頭は年１回、教
職員は各学期に１回ずつ、校
長は校長会で、教頭は教頭
研修会で、教職員は各小中
学校で研修を行う。

不祥事防止チェックリストでセ
クハラに対する啓発を毎月市
内全17校で行った。
校長会で男女共同参画の研
修を実施した。
また教頭研修会における男
女共同参画の研修会各学期
毎に１度研修を実施した。

A

性別にとらわれない校務分掌
の計画、実施及び、不祥事
チェックリストの活用。教務担
当者研修において男女共同
参画の内容を入れる。

男女共同参画教育の推進及
びセクハラ等の防止を目的と
し、校長と教頭は年１回、教
職員は各学期に１回ずつ、校
長は校長会で、教頭は教頭
研修会で、教職員は各小中
学校で研修を行う。

  

5
（
再
掲
）

保育所の職員
に対する研修
の実施

子ども未来
課

男女共同参画の視点にたっ
た研修を行う。

県・保育協会・関係者
等が実施する保育研
修へ参加
１回５人

県・保育協会・関係者等が実
施する保育研修へ参加する。

研修開催を周知し、保育研修
に参加できるよう代替職員を
雇用し、研修に参加した。
１回７人参加。ＬＧＢＴＱの理
解を深めた。

A

 職員は、児童に直接かかわ
る機会が多いので、継続して
研修を受けることにより、男
女共同参画の意識啓発にさ
らに努める。

県・保育協会・関係者等が実
施する保育研修へ参加する。
１回５人

   

19

地域コミュニ
ティ住民を対象
とした研修の実
施

男女共同
参画推進
室

男女共同参画まちづくり講演
会に、コミュニティ住民に参加
をよびかける。

（年３回以上）
参加者３０名以上

セミナーの開催にあたり、コ
ミュニティ協議会会長会に後
援を依頼し、住民参加の呼び
かけを実施する。
風おこしの会と共に出前講座
を実施する。
コミュニティ施設でのパネル
展示を検討する。

・講演会開催にあたりコミュニ
ティ協議会会長への後援依
頼は実施していないが、コ
ミュニティ事務局長会にて地
域住民への周知や地域放送
の依頼、及び市内の事業所
等に対して、参加の周知を
行った。
参加者：318人
・風おこしの会と８地域コミュ
ニティにて出前講座実施
参加者：282人
・コミュニティ施設でのパネル
展示はR6年度より実施予定

A

 （課題）
講演会や出前講座の参加者
の減
（今後の方向性）
住民の方が参加したくなる内
容の講演会や出前講座を実
施する。

講演会開催にあたり、コミュ
ニティ事務局長会にて、地域
住民への周知、また、地域放
送の依頼により、住民参加の
呼びかけを実施する。
風おこしの会と共に出前講座
を実施する。
コミュニティ施設にパネルを
展示する。

  

19

地域コミュニ
ティ住民を対象
とした研修の実
施

総務財政
課

男女共同参画の視点に立っ
たまちづくりのための研修を
地域コミュニティ職員を対象と
し実施。

参加者：17名

コミュニティ事務局長会時に
あわせ、地域コミュニティ職員
を対象に男女共同参画のま
ちづくり研修を実施。
17名の参加を目標とする。

R5.12.8のコミュニティ事務局
長会開催時に下記内容にて
研修を実施した。
題目：アンコンシャス・バイア
スについて
講師：企画振興部男女共同
参画推進室 篠原裕子室長
参加者：17名（事務局長16
名、事務次長1名）

A

古くからの社会制度や慣行等
を見直し、意識を新たにする
ことで、さらなるコミュニティ活
動への参画を推進し、男女が
互いの意見を尊重したよりよ
い活動ができるよう住民への
周知を進めていく必要性を改
めて感じた。

コミュニティ事務局長会時に
あわせ、地域コミュニティ職員
を対象に男女共同参画のま
ちづくり研修を実施。
17名の参加を目標とする。

  

20

条例に基づき
補助金交付団
体での研修の
実施

全庁（人
権・同和対
策課）

日常生活において人権の視
点をもって活動している市民
参加型組織を構築する。

８月上旬　実施
参加者
２５人

参加者：部会委員、研究委員
合わせて２５名の参加を目標
とする。
部会委員等に参加呼びかけ
を行い、福岡県人権・同和教
育夏期講座へ参加する。

第６４回福岡県人権・同和教
育夏期講座
期　日：令和５年７月２８日
（金）
場　所：アクロス福岡
参加者：４名（研究委員）
７月豪雨災害の影響を鑑み、
部会委員の参加は取り止
め。

C
　今後も当夏期講座を人権協
としての研修と位置付け、部
会委員への参加を促す。

第６５回福岡県人権・同和教
育夏期講座

参加者：部会委員２５名の参
加を目標とする。
部会委員に参加呼びかけを
行い、福岡県人権・同和教育
夏期講座へ参加する。

   

20

条例に基づき
補助金交付団
体での研修の
実施

全庁（介護
サービス
課）

男女参画社会の視点に立っ
た高齢者の生きがいづくりや
社会参加を促すため、高齢
者団体に活動のための補助
金を交付し、研修会等開催依
頼及び情報提供を行う。

年１回以上

シルバー人材センター・シニ
アクラブ連合会への研修会
等開催依頼及び情報提供を
行う。

シルバー人材センター・シニ
アクラブ連合会への研修会
等開催依頼及び情報提供
を、年１回周知できた。

A
 今後も継続して参加への周
知に取り組む

シルバー人材センター・シニ
アクラブ連合会への研修会
等で年１回以上周知を行う。

  

ウ

地域コミュ
ニティ住民
を対象とし
た研修実施

基本目標Ⅰ
12



A ➡　十分達成　　B ➡　概ね達成　C　➡　努力が必要　D　➡　かなり努力が必要

20

条例に基づき
補助金交付団
体での研修の
実施

全庁（福祉
事務所）

市主催等の研修会への参加
案内をする。

１回以上
民生委員児童委員協議会で
市主催等の研修会への参加
案内をする。

①寄り添い支援講座
②まちづくり講演会
の２回開催案内を会長会で
配布し、民生委員の参加促
進を行った。

A

 今後も研修会等への開催案
内を行い、参加促進に努め
る。

民生委員児童委員協議会で
市主催等の研修会への参加
案内を１回以上する。

  

20

条例に基づき
補助金交付団
体での研修の
実施

全庁（教育
課）

市内幼稚園に対し、男女共
同参画に係る研修を呼びか
ける。

実施
各幼稚園に対し、市が主催す
る講演や研修等についての
参加を呼びかける。

県の行っている各種の研修
会等に参加を呼びかけ、指
導方法などに活用するよう依
頼した。市独自の講演や研修
については、実施はできてい
ない。

C

幼児教育で男女平等意識を
定着することは重要であると
認識している。幼稚園で独自
の研修会は開催できなかった
が、各種の研修会等の参加
を呼びかけ、指導方法などに
活用するよう依頼する。

各幼稚園での研修会の開催
は、参加者も含め困難である
と考えられるため、県や市が
主催する講演会や研修会等
の案内を配布するだけでな
く、直接声をかけるなどしてい
ただきたい。

各幼稚園に対し、県・市が主
催する講演や研修等につい
て教育課より年２回は参加案
内を呼びかける。

  

20

条例に基づき
補助金交付団
体での研修の
実施

全庁（農業
振興課）

認定農業者の会補助金で、
研修等の活動を行う。

参加者
40人

年１回の研修等の実施

認定農業者の会すべての会
員に対して案内を行い、研修
会を実施した。
12/5 講演会「相続について」
参加者　13名
1/18　視察研修「オーレック」
参加者　11名

A

参加者が減少傾向にあるの
で、参加者を増やすために
も、男女ともに参加しやすく、
充実した研修を行う。

男女ともに参加しやすい研修
等を年１回実施

  

1
（
再
掲
）

講演会やセミ
ナー等による
情報提供及び
啓発

男女共同
参画推進
室

男女共同参画に関する意識
啓発の機会をつくる。

３回以上開催 「１」に掲載 「１」に掲載 A 「１」に掲載 「１」に掲載   

1
（
再
掲
）

講演会やセミ
ナー等による
情報提供及び
啓発

人権・同和
対策課

性差のない人権についての
理解・認識を深める。

参加者
９０人

みんなの人権セミナー（第３
回）

市民を対象に、７月９日（日）
に朝倉地域生涯学習セン
ター文化ホールにて、男女共
同参画をテーマに人権セミ
ナーを開催する。

実施日：１１月３日（金・祝）※
大雨予報のため延期
参加者：３０９人
講　師：信友直子さん（映画
監督）
講演会＆映画上映会　映画：
「ぼけますから、よろしくお願
いします。」
満足度：９７％（アンケートで
「よかった」以上の評価をした
人の割合）

A

【課題】
　効果的な啓発ができる講師
の確保。
　参加者が増えるような周知
の方法。
【今後の方向性】
　研修内容を充実させ、啓発
を推進する。

みんなの人権セミナー（第３
回）

市民を対象に、７月２７日
（土）にピーポート甘木・中
ホールにて、男女共同参画を
テーマに人権セミナーを開催
する。

1
（
再
掲
）

講演会やセミ
ナー等による
情報提供及び
啓発

文化・生涯
学習課

専門委員会、審議会や協議
会等の委員及び地域リー
ダー等へ、研修会等の開催
案内を行う。

実施

講演会や文化的活動、ス
ポーツなどのイベントの際に
男女共同参画に係る講演会
や情報提供を行う。

（文化振興係）興行実施時に
リーフレットやチラシ等を折込
み、積極的な情報提供及び
啓発に努めた。配布依頼が
行われたものはすべて対応し
た。

A

 （文化振興係）
今後とも、来場者へのアン
ケート等にリーフレットやチラ
シ等を折込み、積極的な情報
提供及び啓発に努める。依頼
に応じて、直近の文化事業実
施時に情報提供を行う。

講演会・イベント会場でチラシ
の配布などを行う。
（文化振興係）来場者へのア
ンケート等にリーフレットやチ
ラシ等を折込み、積極的な情
報提供及び啓発に努める。
依頼分の全対応を行う。

  

オ
あらゆる機
会を捉えた
研修実施

基本目標Ⅰ
13


